
JP 6369278 B2 2018.8.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　農薬活性化合物（ａ）、乳酸カルシウム、乳酸マグネシウム及び乳酸アルミニウムから
なる群より選ばれる１種以上の乳酸塩（ｂ）、並びにアニオン性界面活性剤（ｃ）を含有
し、前記農薬活性化合物の含有量が５０～８０重量％の範囲である固形農薬製剤（但し、
プロシミドン及び乳酸カルシウムを含有する固形農薬製剤を除く）。
【請求項２】
　前記アニオン性界面活性剤が、ナフタレンスルホン酸塩及びそのホルムアルデヒド縮合
物、並びにアルキルナフタレンスルホン酸塩及びそのホルムアルデヒド縮合物からなる群
より選ばれる１種以上のアニオン性界面活性剤である請求項１に記載の固形農薬製剤。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の固形農薬製剤及び水を混合することにより得られる薬液を作
物または作物を栽培する土壌へ施用する固形農薬製剤の使用方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固形農薬製剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　固形農薬製剤のうち、その使用形態が、水と混合することにより得られる薬液を施用す
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る形態である固形農薬製剤としては、水和剤、顆粒水和剤、水溶剤及び顆粒水溶剤が知ら
れている。かかる固形農薬製剤は、水と混合する際に泡が発生する場合、作業効率が低下
するという問題があり、低起泡性であることが求められている。また、かかる固形農薬製
剤及び水を混合することにより得られる薬液中の農薬活性化合物等の水不溶成分が沈殿し
、攪拌しても該水不溶成分が容易に分散せず散布機の薬液タンクの底に残留する場合には
、農薬としての効力が十分発揮されない、該タンクの洗浄が困難になる等の問題があるた
め、再分散性が良好であることも求められている。このような要求に応えるべく改良が進
められ、種々の固形農薬製剤が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００４／０３６９９４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、水と混合する際の泡の発生が抑制され、且つ水と混合することにより得られ
る薬液中の水不溶成分の再分散性が良好な新しい固形農薬製剤を提供することを課題とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、このような目的に合致する固形農薬製剤を見出すべく検討した結果、農
薬活性化合物に、アニオン性界面活性剤及び特定の乳酸塩を配合して固形製剤とすること
により、該製剤及び水を混合する際の泡の発生が抑制され、且つ水と混合することにより
得られる薬液中の水不溶成分が良好な再分散性を示すことを見出した。
　本発明は、以下の通りである。
［１］　農薬活性化合物（ａ）、乳酸カルシウム、乳酸マグネシウム及び乳酸アルミニウ
ムからなる群より選ばれる１種以上の乳酸塩（ｂ）、並びにアニオン性界面活性剤（ｃ）
を含有する固形農薬製剤（但し、プロシミドン及び乳酸カルシウムを含有する固形農薬製
剤を除く）。
［２］　前記アニオン性界面活性剤が、ナフタレンスルホン酸塩及びそのホルムアルデヒ
ド縮合物、並びにアルキルナフタレンスルホン酸塩及びそのホルムアルデヒド縮合物から
なる群より選ばれる１種以上のアニオン性界面活性剤である［１］に記載の固形農薬製剤
。
［３］　［１］または［２］に記載の固形農薬製剤及び水を混合することにより得られる
薬液。
［４］　［３］に記載の薬液を作物または作物を栽培する土壌へ施用する固形農薬製剤の
使用方法。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明により、水と混合する際の泡の発生が抑制され、且つ水と混合することにより得
られる薬液中の水不溶成分の再分散性が良好な新しい固形農薬製剤を提供することができ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明の固形農薬製剤（以下、本発明製剤と記す）は農薬活性化合物を含有する。かか
る農薬活性化合物としては、殺虫活性化合物、殺菌活性化合物、除草活性化合物、植物成
長調節活性化合物及び昆虫忌避活性化合物が挙げられ、具体的には下記の化合物が挙げら
れる。
【０００８】
殺虫活性化合物：
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有機リン殺虫活性化合物：アセフェート（ａｃｅｐｈａｔｅ）、りん化アルミニウム（Ａ
ｌｕｍｉｎｉｕｍ ｐｈｏｓｐｈｉｄｅ）、ブタチオホス（ｂｕｔａｔｈｉｏｆｏｓ）、
キャドサホス（ｃａｄｕｓａｆｏｓ）、クロルエトキシホス（ｃｈｌｏｒｅｔｈｏｘｙｆ
ｏｓ）、クロルフェンビンホス（ｃｈｌｏｒｆｅｎｖｉｎｐｈｏｓ）、クロルピリホス（
ｃｈｌｏｒｐｙｒｉｆｏｓ）、クロルピリホスメチル（ｃｈｌｏｒｐｙｒｉｆｏｓ-ｍｅ
ｔｈｙｌ）、シアノホス（ｃｙａｎｏｐｈｏｓ：ＣＹＡＰ）、ダイアジノン（ｄｉａｚｉ
ｎｏｎ）、ＤＣＩＰ（ｄｉｃｈｌｏｒｏｄｉｉｓｏｐｒｏｐｙｌ ｅｔｈｅｒ）、ジクロ
フェンチオン（ｄｉｃｈｌｏｆｅｎｔｈｉｏｎ：ＥＣＰ）、ジクロルボス（ｄｉｃｈｌｏ
ｒｖｏｓ：ＤＤＶＰ）、ジメトエート（ｄｉｍｅｔｈｏａｔｅ）、ジメチルビンホス（ｄ
ｉｍｅｔｈｙｌｖｉｎｐｈｏｓ）、ジスルホトン（ｄｉｓｕｌｆｏｔｏｎ）、ＥＰＮ、エ
チオン（ｅｔｈｉｏｎ）、エトプロホス（ｅｔｈｏｐｒｏｐｈｏｓ）、エトリムホス（ｅ
ｔｒｉｍｆｏｓ）、フェンチオン（ｆｅｎｔｈｉｏｎ：ＭＰＰ）、フェニトロチオン（ｆ
ｅｎｉｔｒｏｔｈｉｏｎ：ＭＥＰ）、ホスチアゼート（ｆｏｓｔｈｉａｚａｔｅ）、ホル
モチオン（ｆｏｒｍｏｔｈｉｏｎ）、りん化水素（Ｈｙｄｒｏｇｅｎ ｐｈｏｓｐｈｉｄ
ｅ）、イソフェンホス（ｉｓｏｆｅｎｐｈｏｓ）、イソキサチオン（ｉｓｏｘａｔｈｉｏ
ｎ）、マラチオン（ｍａｌａｔｈｉｏｎ）、メスルフェンホス（ｍｅｓｕｌｆｅｎｆｏｓ
）、メチダチオン（ｍｅｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ：ＤＭＴＰ）、モノクロトホス（ｍｏｎｏ
ｃｒｏｔｏｐｈｏｓ）、ナレッド（ｎａｌｅｄ：ＢＲＰ）、オキシデプロホス（ｏｘｙｄ
ｅｐｒｏｆｏｓ：ＥＳＰ）、パラチオン（ｐａｒａｔｈｉｏｎ）、ホサロン（ｐｈｏｓａ
ｌｏｎｅ）、ホスメット（ｐｈｏｓｍｅｔ：ＰＭＰ）、ピリミホスメチル（ｐｉｒｉｍｉ
ｐｈｏｓ-ｍｅｔｈｙｌ）、ピリダフェンチオン（ｐｙｒｉｄａｆｅｎｔｈｉｏｎ）、キ
ナルホス（ｑｕｉｎａｌｐｈｏｓ）、フェントエート（ｐｈｅｎｔｈｏａｔｅ：ＰＡＰ）
、プロフェノホス（ｐｒｏｆｅｎｏｆｏｓ）、プロパホス（ｐｒｏｐａｐｈｏｓ）、プロ
チオホス（ｐｒｏｔｈｉｏｆｏｓ）、ピラクロホス（ｐｙｒａｃｌｏｒｆｏｓ）、サリチ
オン（ｓａｌｉｔｈｉｏｎ）、スルプロホス（ｓｕｌｐｒｏｆｏｓ）、テブピリムホス（
ｔｅｂｕｐｉｒｉｍｆｏｓ）、テメホス（ｔｅｍｅｐｈｏｓ）、テトラクロルビンホス（
ｔｅｔｒａｃｈｌｏｒｖｉｎｐｈｏｓ）、テルブホス（ｔｅｒｂｕｆｏｓ）、チオメトン
（ｔｈｉｏｍｅｔｏｎ）、トリクロルホン（ｔｒｉｃｈｌｏｒｐｈｏｎ：ＤＥＰ）、バミ
ドチオン（ｖａｍｉｄｏｔｈｉｏｎ）、フォレート（ｐｈｏｒａｔｅ）、カズサホス（ｃ
ａｄｕｓａｆｏｓ）等
カーバメート殺虫活性化合物：アラニカルブ（ａｌａｎｙｃａｒｂ）、ベンダイオカルブ
（ｂｅｎｄｉｏｃａｒｂ）、ベンフラカルブ（ｂｅｎｆｕｒａｃａｒｂ）、ＢＰＭＣ、カ
ルバリル（ｃａｒｂａｒｙｌ）、カルボフラン（ｃａｒｂｏｆｕｒａｎ）、カルボスルフ
ァン（ｃａｒｂｏｓｕｌｆａｎ）、クロエトカルブ（ｃｌｏｅｔｈｏｃａｒｂ）、エチオ
フェンカルブ（ｅｔｈｉｏｆｅｎｃａｒｂ）、フェノブカルブ（ｆｅｎｏｂｕｃａｒｂ）
、フェノチオカルブ（ｆｅｎｏｔｈｉｏｃａｒｂ）、フェノキシカルブ（ｆｅｎｏｘｙｃ
ａｒｂ）、フラチオカルブ（ｆｕｒａｔｈｉｏｃａｒｂ）、イソプロカルブ（ｉｓｏｐｒ
ｏｃａｒｂ：ＭＩＰＣ）、メトルカルブ（ｍｅｔｏｌｃａｒｂ）、 メソミル（ｍｅｔｈ
ｏｍｙｌ）、メチオカルブ（ｍｅｔｈｉｏｃａｒｂ）、ＮＡＣ、オキサミル（ｏｘａｍｙ
ｌ）、ピリミカーブ（ｐｉｒｉｍｉｃａｒｂ）、プロポキスル（ｐｒｏｐｏｘｕｒ：ＰＨ
Ｃ）、ＸＭＣ、チオジカルブ（ｔｈｉｏｄｉｃａｒｂ）、 キシリルカルブ（ｘｙｌｙｌ
ｃａｒｂ）、アルジカルブ（ａｌｄｉｃａｒｂ）等
合成ピレスロイド殺虫活性化合物：アクリナトリン（ａｃｒｉｎａｔｈｒｉｎ）、アレス
リン（ａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、ベンフルスリン（ｂｅｎｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ベータ－シ
フルトリン（ｂｅｔａ-ｃｙｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ビフェントリン（ｂｉｆｅｎｔｈｒｉ
ｎ）、シクロプロトリン（ｃｙｃｌｏｐｒｏｔｈｒｉｎ）、シフルトリン（ｃｙｆｌｕｔ
ｈｒｉｎ）、シハロトリン（ｃｙｈａｌｏｔｈｒｉｎ）、シペルメトリン（ｃｙｐｅｒｍ
ｅｔｈｒｉｎ）、デルタメトリン（ｄｅｌｔａｍｅｔｈｒｉｎ）、エスフェンバレレート
（ｅｓｆｅｎｖａｌｅｒａｔｅ）、エトフェンプロックス（ｅｔｈｏｆｅｎｐｒｏｘ） 
、フェンプロパトリン（ｆｅｎｐｒｏｐａｔｈｒｉｎ）、フェンバレレート（ｆｅｎｖａ
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ｌｅｒａｔｅ）、フルシトリネート（ｆｌｕｃｙｔｈｒｉｎａｔｅ）、フルフェンプロッ
クス（ｆｌｕｆｅｎｏｐｒｏｘ）、フルメスリン（ｆｌｕｍｅｔｈｒｉｎ）、フルバリネ
ート（ｆｌｕｖａｌｉｎａｔｅ）、ハルフェンプロックス（ｈａｌｆｅｎｐｒｏｘ）、イ
ミプロトリン（ｉｍｉｐｒｏｔｈｒｉｎ）、ペルメトリン（ｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、プ
ラレトリン（ｐｒａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、ピレトリン（ｐｙｒｅｔｈｒｉｎｓ）、レスメ
トリン（ｒｅｓｍｅｔｈｒｉｎ）、シグマ－サイパーメスリン（ｓｉｇｍａ-ｃｙｐｅｒ
ｍｅｔｈｒｉｎ）、シラフルオフェン（ｓｉｌａｆｌｕｏｆｅｎ）、テフルトリン（ｔｅ
ｆｌｕｔｈｒｉｎ）、トラロメトリン（ｔｒａｌｏｍｅｔｈｒｉｎ）、トランスフルトリ
ン（ｔｒａｎｓｆｌｕｔｈｒｉｎ）、テトラメトリン（ｔｅｔｒａｍｅｔｈｒｉｎ）、フ
ェノトリン（ｐｈｅｎｏｔｈｒｉｎ）、シフェノトリン（ｃｙｐｈｅｎｏｔｈｒｉｎ）、
アルファシペルメトリン（ａｌｐｈａ-ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、ゼータシペルメト
リン（ｚｅｔａ-ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、ラムダシハロトリン（ｌａｍｂｄａ-ｃｙ
ｈａｌｏｔｈｒｉｎ）、フラメトリン（ｆｕｒａｍｅｔｈｒｉｎ）、タウフルバリネート
（ｔａｕ-ｆｌｕｖａｌｉｎａｔｅ）、２，３，５，６－テトラフルオロ－４－（メトキ
シメチル）ベンジル （ＥＺ）－（１ＲＳ，３ＲＳ；１ＲＳ，３ＳＲ）－２，２－ジメチ
ル－３－プロプ－１－エニルシクロプロパンカルボキシレート、２，３，５，６－テトラ
フルオロ－４－メチルベンジル （ＥＺ）－（１ＲＳ，３ＲＳ；１ＲＳ，３ＳＲ）－２，
２－ジメチル－３－プロプ－１－エニルシクロプロパンカルボキシレート、２，３，５，
６－テトラフルオロ－４－（メトキシメチル）ベンジル （１ＲＳ，３ＲＳ；１ＲＳ，３
ＳＲ）－２，２－ジメチル－３－（２－メチル－１－プロペニル）シクロプロパンカルボ
キシレート等
ネライストキシン殺虫活性化合物：カルタップ（ｃａｒｔａｐ）、ベンスルタップ（ｂｅ
ｎｓｕｌｔａｐ）、チオシクラム（ｔｈｉｏｃｙｃｌａｍ）、モノスルタップ（ｍｏｎｏ
ｓｕｌｔａｐ）、ビスルタップ（ｂｉｓｕｌｔａｐ）等
ネオニコチノイド殺虫活性化合物：イミダクロプリド（ｉｍｉｄａｃｌｏｐｒｉｄ）、ニ
テンピラム（ｎｉｔｅｎｐｙｒａｍ）、アセタミプリド（ａｃｅｔａｍｉｐｒｉｄ）、チ
アメトキサム（ｔｈｉａｍｅｔｈｏｘａｍ）、チアクロプリド（ｔｈｉａｃｌｏｐｒｉｄ
）、ジノテフラン（ｄｉｎｏｔｅｆｕｒａｎ）、クロチアニジン（ｃｌｏｔｈｉａｎｉｄ
ｉｎ）等
ベンゾイル尿素殺虫活性化合物：クロルフルアズロン（ｃｈｌｏｒｆｌｕａｚｕｒｏｎ）
、ビストリフルロン（ｂｉｓｔｒｉｆｌｕｒｏｎ）、ジアフェンチウロン（ｄｉａｆｅｎ
ｔｈｉｕｒｏｎ）、ジフルベンズロン（ｄｉｆｌｕｂｅｎｚｕｒｏｎ）、フルアズロン（
ｆｌｕａｚｕｒｏｎ）、フルシクロクスロン（ｆｌｕｃｙｃｌｏｘｕｒｏｎ）、フルフェ
ノクスロン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｕｒｏｎ）、ヘキサフルムロン（ｈｅｘａｆｌｕｍｕｒｏ
ｎ）、ルフェヌロン（ｌｕｆｅｎｕｒｏｎ）、ノバルロン（ｎｏｖａｌｕｒｏｎ）、ノビ
フルムロン（ｎｏｖｉｆｌｕｍｕｒｏｎ）、テフルベンズロン（ｔｅｆｌｕｂｅｎｚｕｒ
ｏｎ）、トリフルムロン（ｔｒｉｆｌｕｍｕｒｏｎ）、トリアズロン等
フェニルピラゾール殺虫活性化合物 ：アセトプロール（ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ）、エチ
プロール（ｅｔｈｉｐｒｏｌｅ）、フィプロニル（ｆｉｐｒｏｎｉｌ）、バニリプロール
（ｖａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、ピリプロール（ｐｙｒｉｐｒｏｌｅ）、ピラフルプロール
（ｐｙｒａｆｌｕｐｒｏｌｅ）等
ヒドラジン殺虫活性化合物：クロマフェノジド（ｃｈｒｏｍａｆｅｎｏｚｉｄｅ）、ハロ
フェノジド（ｈａｌｏｆｅｎｏｚｉｄｅ）、メトキシフェノジド（ｍｅｔｈｏｘｙｆｅｎ
ｏｚｉｄｅ）、テブフェノジド（ｔｅｂｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）等
有機塩素系化合物：アルドリン（ａｌｄｒｉｎ）、ディルドリン（ｄｉｅｌｄｒｉｎ）、
ジエノクロル（ｄｉｅｎｏｃｈｌｏｒ）、エンドスルファン（ｅｎｄｏｓｕｌｆａｎ）、
メトキシクロル（ｍｅｔｈｏｘｙｃｈｌｏｒ）等
殺ダニ活性化合物：アセキノシル（ａｃｅｑｕｉｎｏｃｙｌ）、アミトラズ（ａｍｉｔｒ
ａｚ）、ベンゾキシメート（ｂｅｎｚｏｘｉｍａｔｅ）、ビフェナゼート（ｂｉｆｅｎａ
ａｔｅ）、フェニソブロモレート（ｂｒｏｍｏｐｒｏｐｙｌａｔｅ）、キノメチオネート
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（ｃｈｉｎｏｍｅｔｈｉｏｎａｔ）、クロルベンジレート（ｃｈｌｏｒｏｂｅｎｚｉｌａ
ｔｅ）、ＣＰＣＢＳ（ｃｈｌｏｒｆｅｎｓｏｎ）、クロフェンテジン（ｃｌｏｆｅｎｔｅ
ｚｉｎｅ）、シフルメトフェン（ｃｙｆｌｕｍｅｔｏｆｅｎ）、ケルセン（ジコホル：ｄ
ｉｃｏｆｏｌ）、エトキサゾール（ｅｔｏｘａｚｏｌｅ）、酸化フェンブタスズ（ｆｅｎ
ｂｕｔａｔｉｎ ｏｘｉｄｅ）、フェノチオカルブ（ｆｅｎｏｔｈｉｏｃａｒｂ）、フェ
ンピロキシメート（ｆｅｎｐｙｒｏｘｉｍａｔｅ）、フルアクリピリム（ｆｌｕａｃｒｙ
ｐｙｒｉｍ）、フルプロキシフェン（ｆｌｕｐｒｏｘｙｆｅｎ）、ヘキシチアゾクス（ｈ
ｅｘｙｔｈｉａｚｏｘ）、プロパルギット（ｐｒｏｐａｒｇｉｔｅ：ＢＰＰＳ）、ポリナ
クチン複合体（ｐｏｌｙｎａｃｔｉｎｓ）、ピリダベン（ｐｙｒｉｄａｂｅｎ）、ピリミ
ジフェン（Ｐｙｒｉｍｉｄｉｆｅｎ）、テブフェンピラド（ｔｅｂｕｆｅｎｐｙｒａｄ）
、テトラジホン（ｔｅｔｒａｄｉｆｏｎ）、スピロディクロフェン（ｓｐｉｒｏｄｉｃｌ
ｏｆｅｎ）、スピロメシフェン（ｓｐｉｒｏｍｅｓｉｆｅｎ）、スピロテトラマット（ｓ
ｐｉｒｏｔｅｔｒａｍａｔ）、アミドフルメット（ａｍｉｄｏｆｌｕｍｅｔ）、シエノピ
ラフェン（ｃｙｅｎｏｐｙｒａｆｅｎ）等
その他の殺虫活性化合物：硫酸ニコチン（ｎｉｃｏｔｉｎｅ-ｓｕｌｆａｔｅ）、アベル
メクチン（ａｖｅｒｍｅｃｔｉｎ-Ｂ）、ブロモプロピレート（ｂｒｏｍｏｐｒｏｐｙｌ
ａｔｅ）、ブプロフェジン（ｂｕｐｒｏｆｅｚｉｎ）、クロルフェナピル（ｃｈｌｏｒｐ
ｈｅｎａｐｙｒ）、シロマジン（ｃｙｒｏｍａｚｉｎｅ）、Ｄ－Ｄ（１，３-Ｄｉｃｈｌ
ｏｒｏｐｒｏｐｅｎｅ）、エマメクチンベンゾエート（ｅｍａｍｅｃｔｉｎ-ｂｅｎｚｏ
ａｔｅ）、フェナザキン（ｆｅｎａｚａｑｕｉｎ）、フルピラゾホス（ｆｌｕｐｙｒａｚ
ｏｆｏｓ）、ハイドロプレン（ｈｙｄｒｏｐｒｅｎｅ）、メトプレン（ｍｅｔｈｏｐｒｅ
ｎｅ）、インドキサカルブ（ｉｎｄｏｘａｃａｒｂ）、メトキサジアゾン（ｍｅｔｏｘａ
ｄｉａｚｏｎｅ）、ミルベマイシンＡ（ｍｉｌｂｅｍｙｃｉｎ-Ａ）、ピメトロジン（ｐ
ｙｍｅｔｒｏｚｉｎｅ）、ピリダリル（ｐｙｒｉｄａｌｙｌ）、ピリプロキシフェン（ｐ
ｙｒｉｐｒｏｘｙｆｅｎ）、スピノサッド（ｓｐｉｎｏｓａｄ）、スルフラミド（ｓｕｌ
ｆｌｕｒａｍｉｄ）、トルフェンピラド（ｔｏｌｆｅｎｐｙｒａｄ）、トリアゼメイト（
ｔｒｉａｚａｍａｔｅ）、フルベンジアミド（ｆｌｕｂｅｎｄｉａｍｉｄｅ）、レピメク
チン（ｌｅｐｉｍｅｃｔｉｎ）、亜ひ酸（Ａｒｓｅｎｉｃ ａｃｉｄ）、ベンクロチアズ
（ｂｅｎｃｌｏｔｈｉａｚ）、石灰窒素（Ｃａｌｃｉｕｍ ｃｙａｎａｍｉｄｅ）、クロ
ルデン（ｃｈｌｏｒｄａｎｅ）、ＤＤＴ、ＤＳＰ、フルフェネリウム（ｆｌｕｆｅｎｅｒ
ｉｍ）、フロニカミド（ｆｌｏｎｉｃａｍｉｄ）、フルリムフェン（ｆｌｕｒｉｍｆｅｎ
）、ホルメタネート（ｆｏｒｍｅｔａｎａｔｅ）、メタム・アンモニウム（ｍｅｔａｍ-
ａｍｍｏｎｉｕｍ）、メタム・ナトリウム（ｍｅｔａｍ-ｓｏｄｉｕｍ）、臭化メチル（
Ｍｅｔｈｙｌ ｂｒｏｍｉｄｅ）、ニディノテフラン（ｎｉｄｉｎｏｔｅｆｕｒａｎ）、
オレイン酸カリウム（Ｐｏｔａｓｓｉｕｍ ｏｌｅａｔｅ）、プロトリフェンビュート（
ｐｒｏｔｒｉｆｅｎｂｕｔｅ）、スピロメシフェン（ｓｐｉｒｏｍｅｓｉｆｅｎ）、硫黄
（Ｓｕｌｆｕｒ）、メタフルミゾン（ｍｅｔａｆｌｕｍｉｚｏｎｅ）、スピロテトラマッ
ト（ｓｐｉｒｏｔｅｔｒａｍａｔ）、ピリフルキナゾン（ｐｙｒｉｆｌｕｑｕｉｎａｚｏ
ｎｅ）、スピネトラム（ｓｐｉｎｅｔｏｒａｍ）、クロラントラニリプロール（ｃｈｌｏ
ｒａｎｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）等
【０００９】
殺菌活性化合物：
アゾール殺菌活性化合物 ：プロピコナゾール（ｐｒｏｐｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、プロチ
オコナゾール（ｐｒｏｔｈｉｏｃｏｎａｚｏｌｅ）、トリアジメノール（ｔｒｉａｄｉｍ
ｅｎｏｌ）、プロクロラズ（ｐｒｏｃｈｌｏｒａｚ）、ペンコナゾール（ｐｅｎｃｏｎａ
ｚｏｌｅ）、テブコナゾール（ｔｅｂｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、フルシラゾール（ｆｌｕｓ
ｉｌａｚｏｌｅ）、ジニコナゾール（ｄｉｎｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、ブロムコナゾール（
ｂｒｏｍｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、エポキシコナゾール（ｅｐｏｘｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、
ジフェノコナゾール（ｄｉｆｅｎｏｃｏｎａｚｏｌｅ）、シプロコナゾール（ｃｙｐｒｏ
ｃｏｎａｚｏｌｅ）、メトコナゾール（ｍｅｔｃｏｎａｚｏｌｅ）、トリフルミゾール（
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ｔｒｉｆｌｕｍｉｚｏｌｅ）、テトラコナゾール（ｔｅｔｒａｃｏｎａｚｏｌｅ）、マイ
クロブタニル（ｍｉｃｒｏｂｕｔａｎｉｌ）、フェンブコナゾール（ｆｅｎｂｕｃｏｎａ
ｚｏｌｅ）、ヘキサコナゾール（ｈｅｘａｃｏｎａｚｏｌｅ）、フルキンコナゾール（ｆ
ｌｕｑｕｉｎｃｏｎａｚｏｌｅ）、トリティコナゾール（ｔｒｉｔｉｃｏｎａｚｏｌｅ）
、ビテルタノール（ｂｉｔｅｒｔａｎｏｌ）、イマザリル（ｉｍａｚａｌｉｌ）、フルト
リアホール（ｆｌｕｔｒｉａｆｏｌ）、シメコナゾール（ｓｉｍｅｃｏｎａｚｏｌｅ）、
イプコナゾール（ｉｐｃｏｎａｚｏｌｅ）等
アミン殺菌活性化合物 ：フェンプロピモルフ（ｆｅｎｐｒｏｐｉｍｏｒｐｈ）、トリデ
モルフ（ｔｒｉｄｅｍｏｒｐｈ）、フェンプロピジン（ｆｅｎｐｒｏｐｉｄｉｎ）、スピ
ロキサミン（ｓｐｉｒｏｘａｍｉｎｅ）等
ベンズイミダゾール殺菌活性化合物：カルベンダジム（ｃａｒｂｅｎｄａｚｉｍ）、ベノ
ミル（ｂｅｎｏｍｙｌ）、チアベンダゾール（ｔｈｉａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チオファ
ネートメチル（ｔｈｉｏｐｈａｎａｔｅ－Ｍｅｔｈｙｌ）等
ジカルボキシイミド殺菌活性化合物 ：プロシミドン（ｐｒｏｃｙｍｉｄｏｎｅ）、イプ
ロジオン（ｉｐｒｏｄｉｏｎｅ）、ビンクロゾリン（ｖｉｎｃｌｏｚｏｌｉｎ）等
アニリノピリミジン殺菌活性化合物 ：シプロディニル（ｃｙｐｒｏｄｉｎｉｌ）、ピリ
メタニル（ｐｙｒｉｍｅｔｈａｎｉｌ）、メパニピリム（ｍｅｐａｎｉｐｙｒｉｍ）等
フェニルピロール殺菌活性化合物：フェンピクロニル（ｆｅｎｐｉｃｌｏｎｉｌ）、フル
ジオキソニル（ｆｌｕｄｉｏｘｏｎｉｌ）等
ストロビルリン殺菌活性化合物：クレソキシムメチル（ｋｒｅｓｏｘｉｍ－ｍｅｔｈｙｌ
）、アゾキシストロビン（ａｚｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、トリフロキシストロビン（ｔｒ
ｉｆｌｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、フルオキサストロビン（ｆｌｕｏｘａｓｔｒｏｂｉｎ）
、ピコキシストロビン（ｐｉｃｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ピラクロストロビン（ｐｙｒａ
ｃｌｏｓｔｒｏｂｉｎ）、ジモキシストロビン（ｄｉｍｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ピリベ
ンカルブ（ｐｙｒｉｂｅｎｃａｒｂ）、メトミノストロビン（ｍｅｔｏｍｉｎｏｓｔｒｏ
ｂｉｎ）、オリザストロビン（ｏｒｙｚａｓｔｒｏｂｉｎ）、エネストロビン（ｅｎｅｓ
ｔｒｏｂｉｎ）等
フェニルアマイド殺菌活性化合物 ：メタラキシル（ｍｅｔａｌａｘｙｌ）、メタラキシ
ルＭまたはメフェノキサム（ｍｅｔａｌａｘｙｌ－Ｍ ｏｒ ｍｅｆｅｎｏｘａｍ）、ベナ
ラキシル（ｂｅｎａｌａｘｙｌ）、ベナラキシルＭまたはキララキシル（ｂｅｎａｌａｘ
ｙｌ－Ｍ ｏｒ ｋｉｒａｌａｘｙｌ）等
カルボン酸アミド殺菌活性化合物 ：イプロバリカルブ（ｉｐｒｏｖａｌｉｃａｒｂ）、
ベンチアバリカルブイソプロピル（ｂｅｎｔｈｉａｖａｌｉｃａｒｂ－ｉｓｏｐｒｏｐｙ
ｌ）、バリフェナレート（ｖａｌｉｐｈｅｎａｌａｔｅ）、メプロニル（ｍｅｐｒｏｎｉ
ｌ）、フルトラニル（ｆｌｕｔｏｌａｎｉｌ）、フラメトピル（ｆｕｒａｍｅｔｐｙｒ）
、ペンチオピラド（ｐｅｎｔｈｉｏｐｙｒａｄ）、フルオピラム（ｆｌｕｏｐｙｒａｍ）
、ビキサフェン（ｂｉｘａｆｅｎ）、セダキサン(Ｓｅｄａｘａｎｅ)、フルキサピロキサ
ド（ｆｌｕｘａｐｙｒｏｘａｄ）、ビキサフェン（Ｂｉｘａｆｅｎ）、イサピラザム（Ｉ
ｓｏｐｙｒａｚａｍ）、ゾキサミド（ｚｏｘａｍｉｄｅ）、フルオピコリド（ｆｌｕｏｐ
ｉｃｏｌｉｄｅ）、チフルザミド（ｔｈｉｆｌｕｚａｍｉｄｅ）、カルボキシン（ｃａｒ
ｂｏｘｉｎ）、ボスカリド（ｂｏｓｃａｌｉｄ）、フェンキサミド（ｆｅｎｈｅｘａｍｉ
ｄ）、チアジニル（ｔｉａｄｉｎｉｌ）、フルモルフ（ｆｌｕｍｏｒｐｈ）、マンジプロ
パミド（ｍａｎｄｉｐｒｏｐａｍｉｄ）、フェノキサニル（ｆｅｎｏｘａｎｉｌ）、シル
チオファム（ｓｉｌｔｈｉｏｆａｍ）、イソチアニル（ｉｓｏｔｉａｎｉｌ）等
ピラゾリノン殺菌活性化合物：フェンピラザミン（ｆｅｎｐｙｒａｚａｍｉｎｅ）等
その他の殺菌活性化合物：ジエトフェンカルブ；チウラム；フルアジナム；マンコゼブ；
クロロタロニル；キャプタン；ジクロフルアニド；フォルペット；キノキシフェン；フェ
ンヘキサミド；ファモキサドン；フェナミドン；エタボキサム；アミスルブロム；シアゾ
ファミド；メトラフェノン；シフルフェナミド；プロキナジド；フルスルファミド；フォ
セチル；シモキサニル；ペンシクロン；トルクロホスメチル；カルプロパミド；ジクロシ
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メット；トリシクラゾール；ピロキロン；プロベナゾール；テブフロキン；ジクロメジン
；カスガマイシン；フェリムゾン；フサライド；バリダマイシン；ヒドロキシイソキサゾ
ール；イミノクタジン酢酸塩；イソプロチオラン；オキソリニック酸；オキシテトラサイ
クリン；ストレプトマイシン等
【００１０】
除草活性化合物：
トリアジン除草活性化合物：アトラジン、メトリブジン等
ウレア除草活性化合物：フルオメツロン、イソプロチュロン、ダイムロン等
ヒドロキシベンゾニトリル除草活性化合物：ブロモキシニル、アイオキシニル等
２，６－ジニトロアニリン除草活性化合物：ペンディメサリン、トリフルラリン等
アリロキシアルカノイック酸除草活性化合物：２，４－Ｄ、ジカンバ、フルロキシピル、
メコプロップ等
スルホニルウレア除草活性化合物：ベンスルフロンメチル、メツルフロンメチル、ニコス
ルフロン、プリミスルフロンメチル、シクロスルファムロン、イマゾスルフロン、プロピ
リスルフロン等
イミダゾリノン除草活性化合物：イマザピル、イマザキン、イマゼタピル等
その他の除草活性化合物：ビスピリバックナトリウム、ビスチオバックナトリウム、アシ
フルオルフェンナトリウム、サルフェントラゾン、パラコート、フルメツラム、トリフル
スルフロンメチル、フェノキサプロップ－ｐ－エチル、シハロホップブチル、ジフルフェ
ニカン、ノルフルラゾン、イソキサクロルトール、ベンタゾン、ベンチオカーブ、メフェ
ナセット、プロパニル、フルチアミド、シメトリン、フェントラザミド、エトベンザニド
、スエップ、オキサジクロメフォン、オキサジアゾロン、ピラゾレート、プロジアミン、
カフェンストロール、ペントキサゾン、クロメプロップ、ピリフタリド、ベンゾビシクロ
ン、ブロモブチド、ピラクロニル等
【００１１】
植物成長調節活性化合物：
マレイックヒドラジド、クロルメコート、エテフォン、ジベレリン、メピカットクロライ
ド、チジアズロン、イナベンファイド、パクロブトラゾール 、ウニコナゾール等
【００１２】
昆虫忌避活性化合物：
１Ｓ，３Ｒ，４Ｒ，６Ｒ－カラン－３，４－ジオール、ジプロピル ２，５－ピリジンジ
カルボキシレート等
【００１３】
　本発明においては、農薬活性化合物として、ピラゾリノン殺菌活性化合物、ジカルボキ
シイミド殺菌活性化合物、カルボン酸アミド殺菌活性化合物及びネオニコチノイド殺虫活
性化合物からなる群より選ばれる１種以上の農薬活性化合物の使用が好ましく、ピラゾリ
ノン殺菌活性化合物、カルボン酸アミド殺菌活性化合物及びネオニコチノイド殺虫活性化
合物からなる群より選ばれる１種以上の農薬活性化合物の使用がさらに好ましい。
【００１４】
　農薬活性化合物の合計含有量は本発明製剤全量に対して通常４０～９０重量％、好まし
くは５０～８０重量％の範囲である。
【００１５】
　本発明製剤は乳酸カルシウム、乳酸マグネシウム及び乳酸アルミニウムからなる群より
選ばれる１種以上の乳酸塩（以下、成分ｂと記すことがある）を含有する。本発明におい
て成分ｂはそれらの水和物を含み、かかる水和物としては、乳酸カルシウム五水和物｛（
Ｃ3Ｈ5Ｏ3）2Ｃａ・５Ｈ2Ｏ｝及び乳酸マグネシウム三水和物｛（Ｃ3Ｈ5Ｏ3）2Ｍｇ・３
Ｈ2Ｏ｝が挙げられる。
　成分ｂの合計含有量は本発明製剤全量に対して通常０．５～２０重量％、好ましくは１
～１０重量％の範囲である。但し、本発明において、成分ｂの量は無水物｛（Ｃ3Ｈ5Ｏ3

）2Ｃａ、（Ｃ3Ｈ5Ｏ3）2Ｍｇまたは（Ｃ3Ｈ5Ｏ3）3Ａｌ｝換算の重量である。また、本
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発明製剤における農薬活性化合物と成分ｂとの含有量の比は、重量比で、通常１：０．０
０５～１：０．５、好ましくは１：０．０１～１：０．３の範囲である。
【００１６】
　本発明製剤はアニオン性界面活性剤を含有する。かかるアニオン性界面活性剤としては
、例えば硫酸エステル塩型アニオン性界面活性剤、スルホン酸塩型アニオン性界面活性剤
、カルボン酸塩型アニオン性界面活性剤、及びリン酸エステル塩型アニオン性界面活性剤
が挙げられる。
　硫酸エステル塩型アニオン性界面活性剤としては、例えばアルキル硫酸エステル塩、ポ
リオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニ
ルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンベンジル化フェニルエーテル硫酸エステ
ル塩、ポリオキシエチレンスチリル化フェニルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシエチ
レンベンジル化フェニルフェニルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンスチリル
化フェニルフェニルエーテル硫酸エステル塩、及びポリオキシエチレンポリオキシプロピ
レン硫酸エステル塩を挙げることができる。
　スルホン酸塩型アニオン性界面活性剤としては、例えばナフタレンスルホン酸塩及びそ
のホルムアルデヒド縮合物、アルキルナフタレンスルホン酸塩及びそのホルムアルデヒド
縮合物、アルキルベンゼンスルホン酸塩、パラフィンスルホン酸塩、ジアルキルスルホこ
はく酸塩、アルキルスルホこはく酸塩、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸塩、リ
グニンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテルスルホン酸塩、アル
ケニルスルホン酸塩、及びポリオキシエチレンアルキルエーテルスルホこはく酸ハーフエ
ステル塩を挙げることができる。
　カルボン酸塩型アニオン性界面活性剤としては、例えば高級脂肪酸塩、Ｎ－メチル－脂
肪酸サルトシネーチ塩、メタアクリル酸重合物塩、アクリル酸とメタアクリル酸との共重
合物塩、アクリル酸とメタアクリル酸ポリオキシエチレンエステルとの共重合物塩、アク
リル酸とアクリル酸メチルエステルとの共重合物塩、アクリル酸と酢酸ビニルとの共重合
物塩、アクリル酸とマレイン酸との共重合物塩、マレイン酸とイソブチレンとの共重合物
塩、及びスチレンとマレイン酸との共重合物塩を挙げることができる。
　リン酸エステル塩型アニオン性界面活性剤としては、例えばポリオキシエチレンアルキ
ルエーテルリン酸エステル塩、ポリオキシエチレンモノアルキルフェニルエーテルリン酸
エステル塩、ポリオキシエチレンジアルキルフェニルエーテルリン酸エステル塩、ポリオ
キシエチレンベンジル化フェニルエーテルリン酸エステル塩、ポリオキシエチレンベンジ
ル化フェニルフェニルエーテルリン酸エステル塩、ポリオキシエチレンスチリル化フェニ
ルエーテルリン酸エステル塩、ポリオキシエチレンスチリル化フェニルフェニルエーテル
リン酸エステル塩、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンリン酸エステル塩、及びア
ルキルリン酸エステル塩を挙げることができる。
　上記の塩としては、例えばナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、アルカノール
アミン塩、カルシウム塩、及びマグネシウム塩が挙げられる。
【００１７】
　本発明においては、アニオン性界面活性剤として、ナフタレンスルホン酸塩及びそのホ
ルムアルデヒド縮合物、並びにアルキルナフタレンスルホン酸塩及びそのホルムアルデヒ
ド縮合物からなる群より選ばれる１種以上のアニオン性界面活性剤の使用が好ましい。本
発明において、ナフタレンスルホン酸塩とは、ナフタレンに直接スルホ基（－ＳＯ3Ｈ）
が結合した化合物の塩を意味する。市販されているナフタレンスルホン酸ナトリウム塩の
ホルムアルデヒド縮合物としては、Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ－４２５（アクゾノーベル社製）、
アルキルナフタレンスルホン酸ナトリウム塩としては、Ｍｏｒｗｅｔ　ＥＦＷ（アクゾノ
ーベル社製）が挙げられる。
　アニオン性界面活性剤の合計含有量は本発明製剤全量に対して通常０．５～２０重量％
、好ましくは１～１５重量％の範囲である。
【００１８】
　本発明製剤には必要に応じて、さらに製剤用助剤が含有されていてもよい。該製剤用助
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剤としては、増量成分、結合剤、溶媒、安定化剤、着色剤及び香料等が挙げられる。本発
明製剤が製剤用助剤を含有する場合、その合計含有量は本発明製剤全量に対して通常０．
０１～５５重量％、好ましくは０．０１～４５重量％である。
【００１９】
　増量成分としては鉱物質担体、植物質担体、合成担体、水溶性担体等が挙げられる。
【００２０】
　鉱物質担体としては、例えば、カオリナイト、ディッカナイト、ナクライト、ハロサイ
ト等のカオリン鉱物、クリソタイル、リザータイト、アンチコライト、アメサイト等の蛇
紋石、ナトリウムモンモリロナイト、カルシウムモンモリロナイト、マグネシウムモンモ
リロナイト等のモンモリロナイト鉱物、サポナイト、ヘクトライト、ソーコナイト、ハイ
デライト等のスメクタイト、パイロフィライト、タルク、ろう石、白雲母、フェンジャイ
ト、セリサイト、イライト等の雲母、クリストバライト、クォーツ等のシリカ、アタパル
ジャイト、セピオライト等の含水珪酸マグネシウム、ドロマイト等の炭酸カルシウム、石
膏等の硫酸塩鉱物、ゼオライト、凝灰石、バーミキュライト、ラポナイト、軽石、けい砂
、珪藻土、酸性白土、活性白土が挙げられる。
【００２１】
　植物質担体としては、例えば、セルロース、籾殻、小麦粉、木粉、澱粉、糠、ふすま、
大豆粉が挙げられる。
【００２２】
　合成担体としては、例えば、湿式法シリカ、乾式法シリカ、湿式法シリカの焼成品、表
面改質のシリカ、加工澱粉（松谷化学社製パインフロー等）が挙げられる。
【００２３】
　水溶性担体としては、例えば、乳糖、ショ糖、デキストリン等の糖類、食塩、芒硝、ト
リポリリン酸ナトリウム、ピロリン酸カリウム、尿素、硫安、炭酸水素ナトリウム、炭酸
ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素カリウム、マレイン酸、クエン酸、フマル酸、リン
ゴ酸が挙げられる。
【００２４】
　本発明製剤が増量成分を含有する場合、その合計含有量は本発明製剤全量に対して通常
２～５５重量％、好ましくは２～４５重量％である。
【００２５】
　結合剤としては、例えば、カルボキシメチルセルロースナトリウム、ヒドロキシプロピ
ルメチルセルロース、メチルセルロース、メチルエチルセルロース、ヒドロキシプロピル
セルロース、ポリビニルアルコール又はその誘導体、α化デンプン、酵素変性デキストリ
ン、焙焼デキストリン、ポリアクリル酸ナトリウム、アルギン酸ナトリウム、キサンタン
ガム、アラビアガムが挙げられる。本発明製剤が結合剤を含有する場合、その合計含有量
は通常０．５～２０重量％、好ましくは０．５～５重量％の範囲である。
【００２６】
　溶媒としては、例えば、デカン、トリデカン、テトラデカン、ヘキサデカン、オクタデ
カン等の飽和脂肪族炭化水素類、１－ウンデセン、１－ヘンエイコセン等の不飽和脂肪族
炭化水素、セレクロールＳ４５（ＩＣＩ製溶剤）等のハロゲン化炭化水素類、メチルエチ
ルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類、エタノール、ブタノール、オクタノール等の
アルコール類、酢酸エチル、フタル酸ジメチル、ラウリン酸メチル、パルミチン酸エチル
、酢酸オクチル、コハク酸ジオクチル、アジピン酸ジデシル等のエステル類、キシレン、
エチルベンゼン、オクタデシルベンゼン、ソルベッソ１００（エクソンモービルケミカル
社製）、ハイゾールＳＡＳ－２９６（ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社製）等のアルキル
ベンゼン類、ドデシルナフタレン、トリデシルナフタレン、ソルベッソ２００（エクソン
モービルケミカル社製溶剤）等のアルキルナフタレン類、プロピレングリコールモノメチ
ルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル等のグリコールエーテル類、オレイ
ン酸、カプリン酸、エナント酸等の脂肪酸類、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－
ジエチルホルムアミド等の酸アミド類、オリーブ油、大豆油、菜種油、ヒマシ油、亜麻仁
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油、綿実油、パーム油、アボガド油、サメ肝油等の動植物油、マシン油等の鉱物油、グリ
セリン、グリセリン脂肪酸エステル等のグリセリン誘導体が挙げられる。本発明製剤が溶
媒を含有する場合、その合計含有量は通常３０重量％以下、好ましくは０．１～２０重量
％の範囲である。
【００２７】
　安定化剤としては、例えば、フェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤、リン系酸
化防止剤、イオウ系酸化防止剤、ｐＨ調整剤、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベン
ゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾエート系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線
吸収剤、サリチル酸系紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系紫外線吸収剤等の紫外線吸収剤
、エポキシ化大豆油、エポキシ化亜麻仁油、エポキシ化菜種油等のエポキシ化植物油、イ
ソプロピルアシッドホスフエート、流動パラフィンが挙げられる。本発明製剤が安定化剤
を含有する場合、その合計含有量は通常０．０１～１０重量％の範囲である。
【００２８】
　着色剤としては、例えば、ローダミンＢ等のローダミン類、黄色４号、青色１号、赤色
２号が挙げられる。本発明製剤が着色剤を含有する場合、その合計含有量は通常０．０１
～５重量％の範囲である。
【００２９】
　香料としては、例えば、アセト酢酸エチル、アントラニル酸メチル、イソ吉草酸イソア
ミル、エナント酸エチル、桂皮酸エチル、酪酸イソアミル等のエステル類、カプロン酸、
桂皮酸等の有機酸類、桂皮アルコール、ゲラニオール、シトラール、デシルアルコール等
のアルコール類、バニリン、ピペロナール、ペリルアルデヒド等のアルデヒド類、マルト
ール、メチルβ－ナフチルケトン等のケトン類、メントール類が挙げられる。本発明製剤
が香料を含有する場合、その合計含有量は通常０．０１～５重量％の範囲である。
【００３０】
　但し、本発明においては、プロシミドン及び乳酸カルシウムを含有する固形農薬製剤を
除く。
【００３１】
　本発明製剤は、農薬活性化合物、成分ｂ、アニオン性界面活性剤、及び必要に応じて、
製剤用助剤を用いて製造することができる。その製造方法は特に限定されるものでないが
、顆粒水和剤である本発明製剤（以下、本発明顆粒水和剤と記す）は、押出し造粒法、転
動造粒法、噴霧造粒法、流動層造粒法、攪拌造粒法、コーティング造粒法等により製造す
ることができる。
【００３２】
　本発明顆粒水和剤を押出し造粒法により製造する場合の製造方法は以下の通りである。
Ａ１）農薬活性化合物、成分ｂ、アニオン性界面活性剤、及び必要に応じて、製剤用助剤
を混合し、混合物を得る。
Ａ２）得られた混合物を粉砕し、農薬混合粉末を得る。
Ａ３）得られた農薬混合粉末に必要に応じて水を添加して練合し、練合物を得る。該水に
は必要に応じ、水溶性担体、結合剤、安定化剤等を溶解又は分散させることができる。ま
た、Ａ１）においてアニオン性界面活性剤を添加する代わりに、該水にアニオン性界面活
性剤を添加してもよい。
Ａ４）得られた練合物を所定の径の穴を有するスクリーンを用いて押出すことにより、造
粒物を得る。
Ａ５）得られた造粒物を所定の長さに解砕し乾燥・整粒する。
　得られる本発明顆粒水和剤は、その粒長が通常０．３～５．０ｍｍ、好ましくは０．６
～３．０ｍｍの範囲である。なお、本発明において粒長とは、粒が取り得る最大長さを意
味する。
【００３３】
　前記工程Ａ１）においては混合機を用いることができ、該混合機としてはリボンミキサ
ー、ヘンシェルミキサー、ナウターミキサー、レディゲミキサー、ジュースミキサー等が
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挙げられる。
　前記工程Ａ２）においては粉砕機を用いることができ、該粉砕機としては遠心粉砕機、
ハンマーミル、フェザーミル、ピンミル、ジェットミル等が挙げられる。
　前記工程Ａ３）においては練合機を用いることができ、該練合機としては、ニーダー、
ナウターミキサー、レディゲミキサー、乳鉢等が挙げられる。
　前記工程Ａ４）においては押出造粒機が用いられ、該押出造粒機としては、スクリュー
型押出造粒機、ディスクペレッター型押出造粒機、バスケット型押出造粒機、ブレード型
押出造粒機、オシレーティング型押出造粒機、リングダイス式押出造粒機等が挙げられ、
具体的には株式会社ダルトン製のツインドームグラン、バスケットリューザ、ペレッター
ダブル、株式会社畑鉄工所の畑式造粒機を用いることができる。そのスクリーンの押出し
径(パンチング穴径)は通常０．５～２．０ｍｍφ、好ましくは０．６～１．２ｍｍφの範
囲である。
　前記工程Ａ５）の乾燥においては通常乾燥機が用いられ、該乾燥機としては流動層乾燥
機、振動流動層乾燥機、回転型乾燥機、箱型通気ドライヤー等が挙げられる。乾燥温度は
通常３０～９０℃、好ましくは５０～８０℃の範囲である。
【００３４】
　本発明製剤の形態（剤型）としては、水和剤、顆粒水和剤、水溶剤及び顆粒水溶剤が挙
げられ、好適な形態は水和剤及び顆粒水和剤である。本発明製剤は、農薬活性化合物が所
定濃度になるように本発明製剤及び水を混合し、得られる薬液を作物または作物を栽培す
る土壌へ施用することにより使用される。
【実施例】
【００３５】
　次に、実施例を示して、本願発明をより詳細に説明するが、本願発明はこれらの実施例
に限定されるものではない。
　製剤例及び比較製剤例に記載される原料及び機器は特に断りのない限り以下のものを使
用した。
【００３６】
［原料］
Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ－４２５：アクゾノーベル社製　ナフタレンスルホン酸ナトリウム塩の
ホルムアルデヒド縮合物
Ｍｏｒｗｅｔ　ＥＦＷ：アクゾノーベル社製　アルキルナフタレンスルホン酸ナトリウム
塩
乳酸カルシウム五水和物：ナカライテスク株式会社製
乳酸マグネシウム三水和物：和光純薬株式会社製
乳酸アルミニウム：和光純薬株式会社製
Ｌａｃｔｏｓe：GLANBIA　FOOD　INC製　Refined Edible Grade
ＡＳＰ－４００：BASF社製　カオリン
［機器］
超遠心粉砕機ＺＭ－２００：株式会社レッチェ製
ナウターミキサー：ホソカワミクロン株式会社製
マルチグランMG－55型：不二パウダル株式会社製
流動層乾燥機：パウレックス株式会社製
【００３７】
製剤例１
　フェンピラザミン　７６２．２重量部、Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ－４２５　１００．０重量部
、乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部及びＡＳＰ－４００　１２７．８重量部を混
合し、さらに、超遠心粉砕機ＺＭ－２００(スクリーン０．５ｍｍ、ローター回転数１２
０００ｒｐｍ)で粉砕して１００４．１重量部の農薬混合粉末を得た。
　得られた農薬混合粉末　１００４．１重量部と練合水　９０重量部とをナウターミキサ
ーで混合、練合し、得られた練合物をマルチグランＭＧ－５５型(横押出アタッチメント
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、押出し径０．８ｍｍφ）で造粒し、得られた造粒物を流動層乾燥機で 熱風入口温度７
０℃で１０分間乾燥した後、目開き１０００μmの篩と目開き５００μmの篩とを用いて整
粒を行い、本発明顆粒水和剤１を得た。
【００３８】
製剤例２
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部を５６．３重量部とし、ＡＳＰ－４００　１
２７．８重量部を９７．８重量部とし、１０１６．３重量部の農薬混合粉末とした以外は
製剤例１と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤２を得た。
【００３９】
製剤例３
　フェンピラザミン　７６２．２重量部を４０６．５重量部とし、ＡＳＰ－４００　１２
７．８重量部を４８３．５重量部とした以外は製剤例１と同じ操作を行い、本発明顆粒水
和剤３を得た。
【００４０】
製剤例４
　フェンピラザミン　７６２．２重量部を４０６．５重量部とし、ＡＳＰ－４００　９７
．８重量部を４５３．５重量部とした以外は製剤例２と同じ操作を行い、本発明顆粒水和
剤４を得た。
【００４１】
製剤例５
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部を乳酸マグネシウム三水和物　１２．７重量
部とし、１００２．７重量部の農薬混合粉末とした以外は製剤例１と同じ操作を行い、本
発明顆粒水和剤５を得た。
【００４２】
製剤例６
　乳酸マグネシウム三水和物　１２．７重量部を５０．６重量部とし、ＡＳＰ－４００　
１２７．８重量部を９７．８重量部とし、１０１０．６重量部の農薬混合粉末とした以外
は製剤例５と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤６を得た。
【００４３】
製剤例７
　乳酸マグネシウム三水和物　１２．７重量部を１０１．３重量部とし、ＡＳＰ－４００
　１２７．８重量部を５７．８重量部とし、１０２１．３重量部の農薬混合粉末とした以
外は製剤例５と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤７を得た。
【００４４】
製造例８
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部を５６．３重量部とし、Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ－
４２５　１００．０重量部をＭｏｒｗｅｔ　ＥＦＷ　１５．０重量部とし、ＡＳＰ－４０
０　１２７．８重量部を１８２．８重量部とし、１０１６．３重量部の農薬混合粉末とし
た以外は製剤例１と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤８を得た。
【００４５】
製造例９
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部を乳酸アルミニウム　４０．０重量部とし、
Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ－４２５　１００．０重量部をＭｏｒｗｅｔ　ＥＦＷ　１５．０重量部
とし、ＡＳＰ－４００　４８３．５重量部を５３８．５重量部とし、１０００．０重量部
の農薬混合粉末とした以外は製剤例３と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤９を得た。
【００４６】
製造例１０
　乳酸アルミニウム　４０．０重量部を８０．０重量部とし、ＡＳＰ－４００　５３８．
５重量部を４９８．５重量部とした以外は製剤例９と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤
１０を得た。
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【００４７】
製剤例１１
　フェンピラザミン　７６２．２重量部をクロチアニジン　７５５．３重量部とし、ＡＳ
Ｐ－４００　１２７．８重量部を１３４．７重量部とした以外は製剤例１と同じ操作を行
い、本発明顆粒水和剤１１を得た。
【００４８】
製剤例１２
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部を５６．３重量部とし、ＡＳＰ－４００　１
３４．７重量部を１０４．７重量部とし、１０１６．３重量部の農薬混合粉末とした以外
は製剤例１１と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤１２を得た。
【００４９】
製剤例１３
　クロチアニジン　７５５．３重量部をイソチアニル　７５８．３重量部とし、ＡＳＰ－
４００　１３４．７重量部を１３１．７重量部とした以外は製剤例１１と同じ操作を行い
、本発明顆粒水和剤１３を得た。
【００５０】
製剤例１４
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部を５６．３重量部とし、ＡＳＰ－４００　１
３１．７重量部を１０１．７重量部とし、１０１６．３重量部の農薬混合粉末とした以外
は製剤例１３と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤１４を得た。
【００５１】
製剤例１５
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部を乳酸マグネシウム三水和物　１２６．６重
量部とし、ＡＳＰ－４００　１２７．８重量部をＬａｃｔｏｓｅ　２２．８重量部とし、
さらにＭｏｒｗｅｔ　ＥＦＷ　１５．０重量部を加えて１０２６．６重量部の農薬混合粉
末とした以外は製剤例１と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤１５を得た。
【００５２】
製剤例１６
　フェンピラザミン　７６２．２重量部をクロチアニジン　７５５．３重量部とし、Ｌａ
ｃｔｏｓｅ　２２．８重量部を２９．７重量部とした以外は製剤例１５と同じ操作を行い
、本発明顆粒水和剤１６を得た。
【００５３】
製剤例１７
　フェンピラザミン　７６２．２重量部をイソチアニル　７５８．３重量部とし、Ｌａｃ
ｔｏｓｅ　２２．８重量部を２６．７重量部とした以外は製剤例１５と同じ操作を行い、
本発明顆粒水和剤１７を得た。
【００５４】
製造例１８
　ＡＳＰ－４００　９７．８重量部を８２．８重量部とし、Ｍｏｒｗｅｔ　ＥＦＷ　１５
．０重量部を加えた以外は製剤例２と同じ操作を行い、本発明顆粒水和剤１８を得た。
【００５５】
製剤例１９
　フェンピラザミン　７６２．２重量部をクロチアニジン　７５５．３重量部とし、ＡＳ
Ｐ－４００　８２．８重量部を８９．７重量部とした以外は製剤例１８と同じ操作を行い
、本発明顆粒水和剤１９を得た。
【００５６】
製剤例２０
　フェンピラザミン　４０６．５重量部をプロシミドン　７５３．８重量部とし、ＡＳＰ
－４００　５３８．５重量部をＬａｃｔｏｓｅ　９１．２重量部とし、Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ
－４２５　１００．０重量部を加えた以外は製剤例９と同じ操作を行い、本発明顆粒水和
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剤２０を得た。
【００５７】
製剤例２１
　フェンピラザミン　７６２．２重量部をプロシミドン　７５３．８重量部とし、Ｌａｃ
ｔｏｓｅ　２２．８重量部を３１．２重量部とした以外は製剤例１５と同じ操作を行い、
本発明顆粒水和剤２１を得た。
【００５８】
比較製剤例１
　乳酸カルシウム五水和物　１４．１重量部をステアリン酸ナトリウム　１０重量部とし
、１０００重量部の農薬混合粉末とした以外は製剤例１と同じ操作を行い、比較顆粒水和
剤１を得た。
【００５９】
比較製剤例２
　ステアリン酸ナトリウムをステアリン酸カルシウムとした以外は比較製剤例１と同じ操
作を行い、比較顆粒水和剤２を得た。
【００６０】
試験例１
　２５０ml栓付メスシリンダーに３０℃の脱イオン水２００ｍｌを入れ、試験製剤１．３
３ｇを加えて栓をし、該メスシリンダーを１秒で１８０°転倒させ１秒で元に戻す操作を
３０回繰り返した後静置し、１分後の泡の量を測定した。結果を表１に示す。
【００６１】

【表１】

【００６２】
試験例２
　２５０ml栓付メスシリンダーに脱イオン水２５０mlを入れ、試験製剤１．６７gを加え
て栓をし、該メスシリンダーを１秒で１８０°転倒させ１秒で元に戻す操作を３０回程度
繰り返すことにより試験製剤を完全に分散させた後、室温で静置した。２４時間後に該メ
スシリンダーを１秒間に１回の割合で上下に転倒させ、該メスシリンダー底部に沈殿した
水不溶成分が完全に再分散するのに要する転倒回数を測定した。結果を表２に示す。
【００６３】
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